
  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度 第４号 

1２月 7日 発行 

総務部 製作 通算６8号 

発行責任者 校長 平井 博司 

  

 
岡田 葵さん（幡豆中） 

第1回国際フルコンタクト空手道選手権大会 準優勝 など 

全国大会・国際大会

で活躍する二人に、

同窓会から激励費

を贈呈しました。 

 

鳥居 大幹くん（西端中） 

2018 MOYO STAGE 

Asia YoYo Diabolo  

Juggling Classic  

２Diabolo Division  

（中国ごま） 優勝 など 

≪部活動報告≫ 

・全国高校サッカー選手権大会愛知県大会 ベスト８ 

・愛知県高等学校新人登山大会 

 男子５位：安藤 光輝くん（東山中）、福田 悠作くん（安祥中） 

      鈴木 志遠くん（福地中）、三治 蒼くん（福地中） 

 女子優勝：今井 香里さん（鶴城中）、近藤 里帆さん（鶴城中） 

      古谷 菜月さん（安祥中）、宇佐美 優奈さん（安祥中） 

・Ikebana 花の甲子園 2018 愛知大会 第 3 位 

    飯塚 友恵さん（安城南中）、内田 華鈴さん（安城西中） 

    下村 真央さん（西尾中） 

平成30年 12月 20日（木） 

 

 

西尾市内の高校生にとって大切な

通学手段となっている名鉄西尾・蒲

郡線。その存在意義を考えるため、

１・2 年生約 720 名がこどもの国駅

～西尾市役所までの約20kmを歩き

ます。また、保護者を中心とした支

援ボランティアの方々にも協力してい

ただきます。通過地点での暖かいご

声援をよろしくお願いします。 

 

 

 

生徒会長 

    柿谷 果保 

９月に文化祭・体育祭

を開催し、生徒会が中

心になって運営をしま

した。あいにくの雨模様

でしたが、学校全体が

活気あふれる２日間に

なりました。現在は、生

徒会機関誌『天地』の

準備をしています。こ

れからも行事が盛り上

がるように頑張ります。

よろしくお願いします。 

 

 

  
 

 

 

 

 

記念式典 

  学校沿革 

大正 7 年  2 月 西尾町立高等女学校設立認可 

大正 12 年  4 月 県営に移管して愛知県西尾高等女学校と改称 

大正 15 年  4 月 愛知県西尾中学校設立認可 

昭和 23 年  4 月 学制改革により愛知県西尾高等女学校が愛知県立幡豆高等学校と改称 

昭和 23 年  4 月 学制改革により愛知県西尾中学校が愛知県立西尾高等学校と改称 

昭和 23 年 10 月 学校統合及び学区制の実施により愛知県立幡豆高等学校と愛知県立 

西尾高等学校が合併して男女共学の愛知県立西尾高等学校となる 

 

 

 

 
祝辞 大村 秀章 愛知県知事 

         （本校卒業生） 
 生徒代表誓いの言葉 

 太田 昌吾くん（一色中） 

記念講演 

ケータリング（昼食） 

「未来を切り開くコミュニケーション力 

   ～自分が変われば世界が変わる～」 

  明治大学文学部教授 齋藤 孝 先生 

謝辞を述べる 

大久保 風香さん 

（六ツ美中）  

本校卒業生で彫刻家の山

本眞輔先生が制作された

彫塑が、同窓会から寄贈

されました。校歌冒頭の

一節「あゝ悠久の天地か

な」の「悠久」を手の表情

で表し、「永遠、平和、安

心」という「祈り」をこめ

て、これから未来へ歩む

生徒たちの象徴として、

本校正面玄関内に設置し

ました。 

『悠久の祈り』 山本 眞輔氏 

ホームカミングデー 

（同窓生対象校内開放） 

詩人・茨木のり子の世界 

茨木 のり子さん（本校卒業生）の詩の朗読 

縄跳びパフォーマンス 

黒野 寛馬さん（本校卒業生） 

 

 

１００周年記念式典は、愛知県知事大村秀章様をはじめ、多くの同

窓生の方々や御来賓の皆様の御協力により、無事に開催することがで

きました。心より御礼申し上げます。式典当日である１０月２７日は、私

たち学校関係者にとって、感動的な日となりました。先輩方の歩んでこ

られた道筋を知り、熱く語られ続けてきたその思いを感じることができま

した。卒業後も西高生としての誇りを胸に活躍されておられることを改め

て知ることができ嬉しく思います。本校の教育活動がこの先も充実し、発

展していくことを切に願っています。ひとつ山を（困難を）乗り越えるごと

に感動を体験し、成長していける楽しさを味わっていけたら良いですね。

そして、一回りスケールの大きい人間に変わりたいものです。 

 

吉田 涼太くん（鶴城中）、吉田 翔太くん（鶴城中） 

 →第 71 回中部日本バドミントン選手権大会 

  少年男子の部 シングルス・ダブルスに出場 
（県大会等の活躍により愛知県バドミントン協会により選抜） 


